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し
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和
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12
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１
日
か
ら
令
和
９
年
10
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５
日
ま
で
市
長
の
給
料
月
額
を
幸
手
市
長
等

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
定
め
る

月
額
か
ら
1
0
0
分
の
30
を
乗
じ
た
額
を
減

額
す
る
も
の
。

　
た
だ
し
、
期
末
手
当
の
額
の
算
出
は
減
額

前
の
給
料
月
額
で
算
出
さ
れ
る
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
に
発
生
し
ま
し
た

議
員
に
よ
る
市
職
員
へ
の
暴
行
事

件
で
は
、
皆
様
に
大
変
な
ご
迷
惑

と
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
に
、
心
よ
り
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
件
は
現
在
、
警
察

に
よ
る
捜
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ

っ
て
も
暴
力
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

一
切
認
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
我
々
市
議
会
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、
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の
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の
信
頼
回
復
を
果
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す
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て
暴
力
や
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メ
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ト
の
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、
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的
な
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会
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営
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目
指
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て
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存
で
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。
そ
の
う
え
で
、
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祉
の
向
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と
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域
の
活
性
化
を
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、
本
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も
市
政
進
展
の
た
め

に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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感
謝
申
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げ
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、
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じ
る
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で
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。
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が
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力
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に
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た
め

に
、
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々
な
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策
・
事
業
を
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的
に
進
め
、
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民
の
皆
様
が
将
来

に
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た
っ
て
安
全
・
安
心
に
生
活

で
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る
「
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
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民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
幸
多
き
年
と
な
り
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す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
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拶
と
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き
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す
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8
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中
23
件
可
決
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を
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　この度の幸手市議会議員が、職員に対し暴力を振る
い、けがを負わせた事件につきましては、誠に遺憾で
あります。
　幸手市議会議員政治倫理条例には、倫理基準として
「市民全体の代表者として、その品位を損なうような
一切の行為を厳に慎み、その責務に関して不正の疑惑
を持たれるおそれのある行為をしないこと。」「市職
員の公正な職務執行をさまたげないこと。」と明記さ
れています。この度の議員の行為はこの倫理条例に反
した行為であります。
　幸手市議会は、いかなる暴力も絶対に認めません。
一番大切なものは生命であり、その生命を脅かす行為
を絶対に許しません。
　よって、幸手市議会は、市民の信頼を回復するため
に、全ての暴力とハラスメントを防止することに、全
力で取り組んでいくことをここに決議致します。

　令和５年12月21日
　　　　　　　　　　　　　幸　手　市　議　会

　本議会は、藤沼　貢議員の議員辞職を勧告する。以
上、決議する。
理由
　12月１日㈮、幸手市議会２日目、昼休み、議場にお
いて、藤沼　貢議員の行為により、狩野一弘建設経済
部長は負傷した。その後、同日の夕方、幸手警察署に
被害届を提出した。
　翌日２日㈯医療機関を受診し、「神経根障害型頚椎
捻挫」、全治３週間と診断された。
　12月５日㈫には、診断書の提出をもって幸手警察署
が被害届を受理するに至った。
　議論する場である議会の議場において、議員による
市役所職員を負傷させるということは、あってはなら
ない事である。しかし、現実に、このことが発生して
しまった。
　藤沼　貢議員の行為は、幸手市議会議員としての資
質が問われるものであり、断じて許すことができない。
　したがって、幸手市議会は、藤沼　貢議員に議員辞
職勧告決議を行うものである。

　令和５年12月21日
　　　　　　　　　　　　　幸　手　市　議　会

決議案第７号
藤沼　貢議員の議員辞職勧告決議

決議案第６号
全ての暴力とハラスメントを防止する決議

（
議
案
第
61
号
）

幸
手
市
長
の
給
料
の
減
額
に
関
す
る
条
例

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.109 〔市議会だよりさって〕No.109
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を絶対に許しません。
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に、全ての暴力とハラスメントを防止することに、全
力で取り組んでいくことをここに決議致します。
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ない事である。しかし、現実に、このことが発生して
しまった。
　藤沼　貢議員の行為は、幸手市議会議員としての資
質が問われるものであり、断じて許すことができない。
　したがって、幸手市議会は、藤沼　貢議員に議員辞
職勧告決議を行うものである。

　令和５年12月21日
　　　　　　　　　　　　　幸　手　市　議　会

決議案第７号
藤沼　貢議員の議員辞職勧告決議

決議案第６号
全ての暴力とハラスメントを防止する決議

（
議
案
第
61
号
）

幸
手
市
長
の
給
料
の
減
額
に
関
す
る
条
例

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.109 〔市議会だよりさって〕No.109



□
□
□
□

　
　
　
　松
田

　雅
代

　
合
理
的
な
判
断
に
必
要
な
情
報
が
終

始
非
公
開
、
十
分
提
供
さ
れ
な
い
異
例

な
議
案
審
議
の
中
、
団
体
自
ら
が
公
表

す
る
近
年
の
漫
性
的
人
員
不
足
、
今
年

度
2
度
の
植
木
剪
定
等
作
業
の
受
付
中

断
・
受
注
調
整
は
客
観
的
事
実
と
し
て

長
期
契
約
の
不
安
材
料
で
あ
り
、
同
団

体
の
応
募
意
欲
と
は
別
に
、
議
員
と
し

て
課
題
を
直
視
す
る
な
ら
、
指
定
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
と
判
断
し
ま
す
。

□

　□
□
□

　
　
　小
泉

　圭
司

　
年
会
費
が
3
6
0
0
円
か
か
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
仕
事
が
少
な

け
れ
ば
会
員
を
増
や
す
の
が
難
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
仕
事
が
増
え
れ
ば
会

員
数
の
増
加
に
繋
が
り
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
高
齢
化
率
の
高
い
幸
手
市

に
お
い
て
高
齢
者
の
社
会
参
加
は
健
康

維
持
に
貢
献
し
、
と
て
も
意
義
の
あ
る

事
だ
と
考
え
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　本
田

　謡
子

　
２
社
の
決
め
手
で
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
結
果
が
示
さ
れ
た
資
料
の
提

出
も
な
く
、
質
問
に
は
「
回
答
で
き
ま

せ
ん
」
と
い
う
答
弁
ば
か
り
で
判
断
で

き
ず
、
や
む
な
く
賛
成
は
で
き
な
い
と

至
り
ま
し
た
。
そ
の
問
題
点
と
し
て
、

指
定
管
理
者
検
討
委
員
会
の
過
半
数
を

内
部
職
員
が
占
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

公
平
公
正
な
検
討
委
員
会
の
見
直
し
を

要
望
し
、
反
対
討
論
と
致
し
ま
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　青
木

　
　章

　
指
定
管
理
業
務
評
価
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
「
パ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
3
」

の
一
団
体
だ
け
が
最
高
ラ
ン
ク
の
S
評

価
で
す
。
現
事
業
者
に
は
、
公
園
管
理

士
が
2
名
い
て
、
毎
年
高
評
価
を
得
て

い
る
の
に
対
し
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
は
管
理
士
が
い
な
い
こ
と
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
実
績
も
評
価
も

「
ま
っ
た
く
」
無
い
こ
と
。
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
す
る
と
決
定
が
不
透
明
で

反
対
で
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　松
田

　雅
代

　
暴
力
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
の
立
場

に
揺
る
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ

の
事
案
が
警
察
の
捜
査
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
ま
さ
に
「
暴
力
事
件
」
と
し
て

確
定
し
た
場
合
は
、
例
え
、
示
談
や
不

起
訴
で
も
即
刻
辞
職
勧
告
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
ま
だ
捜
査
途
上
で
あ
り
「
暴

力
事
件
」
と
の
認
識
が
確
定
さ
れ
て
い

な
い
現
在
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
決
議
は

時
期
尚
早
で
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　小
泉

　圭
司

　
現
時
点
で
は
限
ら
れ
た
情
報
で
し
か

判
断
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
職
員
に

手
を
触
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
怪
我
を

負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
被
害
届
が
受
理
さ
れ
、

そ
の
報
道
に
よ
っ
て
職
員
の
皆
様
を
は

じ
め
多
く
の
幸
手
に
関
わ
る
方
々
に
不

信
感
を
与
え
て
し
ま
っ
た
事
は
看
過
で

き
な
い
出
来
事
で
す
。
こ
れ
ら
の
現
実

を
踏
ま
え
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

□

　□
□
□

　
　
　本
田

　謡
子

　
幸
手
市
議
会
は
今
年
に
な
り
、
不
信

任
や
辞
職
勧
告
な
ど
を
繰
り
返
し
、
何

を
や
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
訳
の

分
か
ら
ぬ
不
信
任
や
辞
職
勧
告
は
も
う

う
ん
ざ
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
暴
力
や
パ

ワ
ハ
ラ
は
絶
対
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

警
察
で
も
捜
査
中
の
「
こ
の
時
期
」
に
、

何
が
あ
っ
て
も
「
本
人
の
弁
明
も
聞
か

な
い
」
一
方
的
な
や
り
方
に
納
得
で
き

ず
、
反
対
と
致
し
ま
す
。

□

　□
□
□

　
　
　大
平

　泰
二

　
藤
沼
貢
議
員
は
市
職
員
を
怒
鳴
る
パ

ワ
ハ
ラ
行
為
や
「
１
０
０
万
円
あ
れ
ば

人
一
人
殺
せ
る
」
と
の
恐
喝
行
為
、
そ

し
て
農
地
法
違
反
の
答
弁
の
内
容
を
巡

っ
て
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
部
長
に
対

し
議
場
で
暴
行
を
は
た
ら
き
全
治
３
週

間
の
怪
我
を
負
わ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
事
件
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
さ
れ
幸

手
市
議
会
の
信
用
は
失
墜
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
身
を
引
く
べ
き
で
す
。

□

　□
□
□

　
　
　木
村

　治
夫

　
今
回
の
事
案
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
が
関
係
し
て
い
る
。
多
く
の

情
報
が
飛
び
交
い
、
出
所
不
明
の
事
実

と
異
な
る
話
も
多
く
耳
に
し
た
。
事
実

関
係
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
市
議
会
の

対
応
も
定
ま
る
。
今
は
何
も
明
確
で
は

な
い
こ
の
段
階
で
、
感
情
的
に
議
員
身

分
を
議
論
す
る
こ
と
に
、
疑
問
を
感
じ

る
。
言
論
の
府
で
あ
る
議
会
に
は
、
客

観
的
に
冷
静
な
判
断
が
必
要
で
す
。
性

急
に
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
賛
同
は

出
来
な
い
。

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

（
議
案
第
75
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
千
塚
西
公
園
他
４
公
園
）

（
議
案
第
75
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
千
塚
西
公
園
他
４
公
園
）

（
決
議
案
第
７
号
）

藤
沼
貢
議
員
の
議
員
辞
職
勧

告
決
議

（
決
議
案
第
７
号
）

藤
沼
貢
議
員
の
議
員
辞
職
勧

告
決
議

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

質
義

　
応
募
期
間
に
つ
い
て
。

答
弁

　
土
日
祝
日
を
除
い
た
令
和
５
年
８
月

１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
１
か
月
の

期
間
で
す
。

質
義

　
幸
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

い
つ
か
ら
指
名
参
加
願
い
が
出
さ
れ
て

い
る
か
。

答
弁

　
指
名
参
加
願
い
は
提
出
さ
れ
て
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

質
義

　
指
名
参
加
願
い
が
な
い
場
合
、
指
名

で
き
る
根
拠
に
つ
い
て
。

答
弁

　
募
集
要
項
の
応
募
資
格
を
満
た
す
法

人
ま
た
は
団
体
で
あ
れ
ば
応
募
で
き
る

公
募
型
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
指
名

す
る
と
い
う
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
応
募
資
格
の
中
で
は
指
名
参
加

願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
要
件
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質
義

　
現
在
の
指
定
管
理
者
の
幸
手
市
評
価

に
つ
い
て
。

答
弁

　
令
和
５
年
６
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
１
回
指
定
管
理
者
検
討
委
員
会

の
審
議
を
経
ま
し
て
、
令
和
４
年
度
の

事
業
評
価
で
す
が
、
Ｓ
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

と
４
段
階
の
評
価
区
分
の
中
で
Ｓ
評
価

に
な
っ
て
い
ま
す
。

質
義

　
上
記
指
定
管
理
者
以
外
の
指
定
管
理

事
業
者
の
評
価
と
そ
の
対
比
に
つ
い
て
。

答
弁

　
配
付
い
た
し
ま
し
た
資
料
１
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
令
和
４
年
度
の
指

定
管
理
者
の
事
業
評
価
に
つ
い
て
は
、

現
在
８
グ
ル
ー
プ
の
指
定
管
理
者
を
評

価
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
評
価
が
１
つ
、
そ
れ
以
外
の
事
業

評
価
は
Ａ
評
価
が
７
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

質
義

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
公
園
管

理
の
資
格
者
は
何
人
い
る
か
に
つ
い
て
。

答
弁

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
ら

ず
、
公
園
管
理
を
行
う
上
で
市
が
応
募

業
者
に
対
し
ま
し
て
求
め
て
い
る
資
格

等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

質
義

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
役
所
等

公
園
管
理
の
実
績
に
つ
い
て
。

答
弁

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
香
日
向
地

区
３
公
園
お
よ
び
遊
歩
道
の
除
草
業
務

の
ほ
か
、
県
営
権
現
堂
公
園
の
除
草
業

務
、
葛
西
用
水
路
土
地
改
良
区
管
理
地

の
除
草
、
剪
定
、
清
掃
業
務
、
勤
労
福

祉
会
館
の
利
用
受
付
、
清
掃
業
務
等
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
２
団
体
の
う
ち
点
数
の
高
い
団
体
を

指
定
す
る
と
の
説
明
を
行
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
資
料
に
つ
い
て
は
、
評
価
者
の

個
人
情
報
保
護
お
よ
び
審
査
の
公
平
性

の
担
保
な
ど
の
観
点
か
ら
提
出
し
な
い

方
針
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
３
回
指
定
管
理
検
討
委
員
会
に
お
い

て
応
募
者
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
、
８
名
の
委
員
が
審
査
し
た
合

計
点
数
を
平
均
化
し
、
こ
の
点
数
を
比

較
し
、
僅
差
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

評
価
点
の
高
い
ほ
う
の
団
体
を
第
１
候

補
者
と
し
ま
し
て
適
当
と
認
め
て
い
ま

す
。

質
義

　
指
定
管
理
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

ル
ー
ル
と
法
令
に
則
っ
て
進
め
た
も
の

と
確
認
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

答
弁

　
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務

員
法
で
条
例
が
必
要
で
す
。
幸
手
市
の

場
合
で
す
と
、
幸
手
市
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、

先
ほ
ど
の
幸
手
市
指
定
管
理
者
検
討
委

員
会
規
程
、
あ
と
市
の
ほ
う
で
内
部
の

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
指
針
、
こ
れ

は
内
部
の
指
針
で
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　青
木

　
　章

　
今
議
会
で
30
%
削
減
案
が
提
案
さ
れ

た
も
の
の
、
市
長
の
期
末
手
当
（
ボ
ー

ナ
ス
）
お
よ
び
退
職
金
は
、
今
ま
で
通

り
で
削
減
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
を
欺

く
よ
う
な
今
回
の
提
案
は
、
い
か
が
な

も
の
か
。
市
民
が
市
長
給
料
30
%
カ
ッ

ト
の
公
約
に
期
待
し
た
こ
と
に
応
え
る

た
め
、
期
末
手
当
お
よ
び
退
職
金
も
減

額
す
る
条
例
案
を
自
ら
提
案
す
る
よ
う

強
く
求
め
、
今
回
は
賛
成
と
し
ま
す
。

答
　
弁

質
　
疑

答
　
弁

質
　
疑

答
　
弁

質
　
疑

質
　
疑

答
　
弁

答
　
弁

答
　
弁

質
　
疑

質
　
疑

答
　
弁

答
　
弁

質
　
疑

質
　
疑

（
議
案
第
75
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
千
塚
西
公
園
他
４
公
園
）

（
議
案
第
61
号
）

幸
手
市
長
の
給
料
の
減
額
に

関
す
る
条
例

（
議
案
第
61
号
）

幸
手
市
長
の
給
料
の
減
額
に

関
す
る
条
例

賛
成
討
論

こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました
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□
□
□
□

　
　
　
　松
田

　雅
代

　
合
理
的
な
判
断
に
必
要
な
情
報
が
終

始
非
公
開
、
十
分
提
供
さ
れ
な
い
異
例

な
議
案
審
議
の
中
、
団
体
自
ら
が
公
表

す
る
近
年
の
漫
性
的
人
員
不
足
、
今
年

度
2
度
の
植
木
剪
定
等
作
業
の
受
付
中

断
・
受
注
調
整
は
客
観
的
事
実
と
し
て

長
期
契
約
の
不
安
材
料
で
あ
り
、
同
団

体
の
応
募
意
欲
と
は
別
に
、
議
員
と
し

て
課
題
を
直
視
す
る
な
ら
、
指
定
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
と
判
断
し
ま
す
。

□

　□
□
□

　
　
　小
泉

　圭
司

　
年
会
費
が
3
6
0
0
円
か
か
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
仕
事
が
少
な

け
れ
ば
会
員
を
増
や
す
の
が
難
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
仕
事
が
増
え
れ
ば
会

員
数
の
増
加
に
繋
が
り
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
高
齢
化
率
の
高
い
幸
手
市

に
お
い
て
高
齢
者
の
社
会
参
加
は
健
康

維
持
に
貢
献
し
、
と
て
も
意
義
の
あ
る

事
だ
と
考
え
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　本
田

　謡
子

　
２
社
の
決
め
手
で
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
結
果
が
示
さ
れ
た
資
料
の
提

出
も
な
く
、
質
問
に
は
「
回
答
で
き
ま

せ
ん
」
と
い
う
答
弁
ば
か
り
で
判
断
で

き
ず
、
や
む
な
く
賛
成
は
で
き
な
い
と

至
り
ま
し
た
。
そ
の
問
題
点
と
し
て
、

指
定
管
理
者
検
討
委
員
会
の
過
半
数
を

内
部
職
員
が
占
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

公
平
公
正
な
検
討
委
員
会
の
見
直
し
を

要
望
し
、
反
対
討
論
と
致
し
ま
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　青
木

　
　章

　
指
定
管
理
業
務
評
価
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
「
パ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
3
」

の
一
団
体
だ
け
が
最
高
ラ
ン
ク
の
S
評

価
で
す
。
現
事
業
者
に
は
、
公
園
管
理

士
が
2
名
い
て
、
毎
年
高
評
価
を
得
て

い
る
の
に
対
し
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
は
管
理
士
が
い
な
い
こ
と
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
実
績
も
評
価
も

「
ま
っ
た
く
」
無
い
こ
と
。
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
す
る
と
決
定
が
不
透
明
で

反
対
で
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　松
田

　雅
代

　
暴
力
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
の
立
場

に
揺
る
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ

の
事
案
が
警
察
の
捜
査
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
ま
さ
に
「
暴
力
事
件
」
と
し
て

確
定
し
た
場
合
は
、
例
え
、
示
談
や
不

起
訴
で
も
即
刻
辞
職
勧
告
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
ま
だ
捜
査
途
上
で
あ
り
「
暴

力
事
件
」
と
の
認
識
が
確
定
さ
れ
て
い

な
い
現
在
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
決
議
は

時
期
尚
早
で
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　小
泉

　圭
司

　
現
時
点
で
は
限
ら
れ
た
情
報
で
し
か

判
断
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
職
員
に

手
を
触
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
怪
我
を

負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
被
害
届
が
受
理
さ
れ
、

そ
の
報
道
に
よ
っ
て
職
員
の
皆
様
を
は

じ
め
多
く
の
幸
手
に
関
わ
る
方
々
に
不

信
感
を
与
え
て
し
ま
っ
た
事
は
看
過
で

き
な
い
出
来
事
で
す
。
こ
れ
ら
の
現
実

を
踏
ま
え
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

□

　□
□
□

　
　
　本
田

　謡
子

　
幸
手
市
議
会
は
今
年
に
な
り
、
不
信

任
や
辞
職
勧
告
な
ど
を
繰
り
返
し
、
何

を
や
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
訳
の

分
か
ら
ぬ
不
信
任
や
辞
職
勧
告
は
も
う

う
ん
ざ
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
暴
力
や
パ

ワ
ハ
ラ
は
絶
対
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

警
察
で
も
捜
査
中
の
「
こ
の
時
期
」
に
、

何
が
あ
っ
て
も
「
本
人
の
弁
明
も
聞
か

な
い
」
一
方
的
な
や
り
方
に
納
得
で
き

ず
、
反
対
と
致
し
ま
す
。

□

　□
□
□

　
　
　大
平

　泰
二

　
藤
沼
貢
議
員
は
市
職
員
を
怒
鳴
る
パ

ワ
ハ
ラ
行
為
や
「
１
０
０
万
円
あ
れ
ば

人
一
人
殺
せ
る
」
と
の
恐
喝
行
為
、
そ

し
て
農
地
法
違
反
の
答
弁
の
内
容
を
巡

っ
て
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
部
長
に
対

し
議
場
で
暴
行
を
は
た
ら
き
全
治
３
週

間
の
怪
我
を
負
わ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
事
件
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
さ
れ
幸

手
市
議
会
の
信
用
は
失
墜
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
身
を
引
く
べ
き
で
す
。

□

　□
□
□

　
　
　木
村

　治
夫

　
今
回
の
事
案
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
が
関
係
し
て
い
る
。
多
く
の

情
報
が
飛
び
交
い
、
出
所
不
明
の
事
実

と
異
な
る
話
も
多
く
耳
に
し
た
。
事
実

関
係
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
市
議
会
の

対
応
も
定
ま
る
。
今
は
何
も
明
確
で
は

な
い
こ
の
段
階
で
、
感
情
的
に
議
員
身

分
を
議
論
す
る
こ
と
に
、
疑
問
を
感
じ

る
。
言
論
の
府
で
あ
る
議
会
に
は
、
客

観
的
に
冷
静
な
判
断
が
必
要
で
す
。
性

急
に
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
賛
同
は

出
来
な
い
。

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

（
議
案
第
75
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
千
塚
西
公
園
他
４
公
園
）

（
議
案
第
75
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
千
塚
西
公
園
他
４
公
園
）

（
決
議
案
第
７
号
）

藤
沼
貢
議
員
の
議
員
辞
職
勧

告
決
議

（
決
議
案
第
７
号
）

藤
沼
貢
議
員
の
議
員
辞
職
勧

告
決
議

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

質
義

　
応
募
期
間
に
つ
い
て
。

答
弁

　
土
日
祝
日
を
除
い
た
令
和
５
年
８
月

１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
１
か
月
の

期
間
で
す
。

質
義

　
幸
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

い
つ
か
ら
指
名
参
加
願
い
が
出
さ
れ
て

い
る
か
。

答
弁

　
指
名
参
加
願
い
は
提
出
さ
れ
て
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

質
義

　
指
名
参
加
願
い
が
な
い
場
合
、
指
名

で
き
る
根
拠
に
つ
い
て
。

答
弁

　
募
集
要
項
の
応
募
資
格
を
満
た
す
法

人
ま
た
は
団
体
で
あ
れ
ば
応
募
で
き
る

公
募
型
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
指
名

す
る
と
い
う
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
応
募
資
格
の
中
で
は
指
名
参
加

願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
要
件
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質
義

　
現
在
の
指
定
管
理
者
の
幸
手
市
評
価

に
つ
い
て
。

答
弁

　
令
和
５
年
６
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
１
回
指
定
管
理
者
検
討
委
員
会

の
審
議
を
経
ま
し
て
、
令
和
４
年
度
の

事
業
評
価
で
す
が
、
Ｓ
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

と
４
段
階
の
評
価
区
分
の
中
で
Ｓ
評
価

に
な
っ
て
い
ま
す
。

質
義

　
上
記
指
定
管
理
者
以
外
の
指
定
管
理

事
業
者
の
評
価
と
そ
の
対
比
に
つ
い
て
。

答
弁

　
配
付
い
た
し
ま
し
た
資
料
１
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
令
和
４
年
度
の
指

定
管
理
者
の
事
業
評
価
に
つ
い
て
は
、

現
在
８
グ
ル
ー
プ
の
指
定
管
理
者
を
評

価
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
評
価
が
１
つ
、
そ
れ
以
外
の
事
業

評
価
は
Ａ
評
価
が
７
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

質
義

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
公
園
管

理
の
資
格
者
は
何
人
い
る
か
に
つ
い
て
。

答
弁

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
ら

ず
、
公
園
管
理
を
行
う
上
で
市
が
応
募

業
者
に
対
し
ま
し
て
求
め
て
い
る
資
格

等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

質
義

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
役
所
等

公
園
管
理
の
実
績
に
つ
い
て
。

答
弁

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
香
日
向
地

区
３
公
園
お
よ
び
遊
歩
道
の
除
草
業
務

の
ほ
か
、
県
営
権
現
堂
公
園
の
除
草
業

務
、
葛
西
用
水
路
土
地
改
良
区
管
理
地

の
除
草
、
剪
定
、
清
掃
業
務
、
勤
労
福

祉
会
館
の
利
用
受
付
、
清
掃
業
務
等
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
２
団
体
の
う
ち
点
数
の
高
い
団
体
を

指
定
す
る
と
の
説
明
を
行
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
資
料
に
つ
い
て
は
、
評
価
者
の

個
人
情
報
保
護
お
よ
び
審
査
の
公
平
性

の
担
保
な
ど
の
観
点
か
ら
提
出
し
な
い

方
針
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
３
回
指
定
管
理
検
討
委
員
会
に
お
い

て
応
募
者
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
、
８
名
の
委
員
が
審
査
し
た
合

計
点
数
を
平
均
化
し
、
こ
の
点
数
を
比

較
し
、
僅
差
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

評
価
点
の
高
い
ほ
う
の
団
体
を
第
１
候

補
者
と
し
ま
し
て
適
当
と
認
め
て
い
ま

す
。

質
義

　
指
定
管
理
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

ル
ー
ル
と
法
令
に
則
っ
て
進
め
た
も
の

と
確
認
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

答
弁

　
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務

員
法
で
条
例
が
必
要
で
す
。
幸
手
市
の

場
合
で
す
と
、
幸
手
市
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、

先
ほ
ど
の
幸
手
市
指
定
管
理
者
検
討
委

員
会
規
程
、
あ
と
市
の
ほ
う
で
内
部
の

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
指
針
、
こ
れ

は
内
部
の
指
針
で
す
。

□
□
□
□

　
　
　
　青
木

　
　章

　
今
議
会
で
30
%
削
減
案
が
提
案
さ
れ

た
も
の
の
、
市
長
の
期
末
手
当
（
ボ
ー

ナ
ス
）
お
よ
び
退
職
金
は
、
今
ま
で
通

り
で
削
減
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
を
欺

く
よ
う
な
今
回
の
提
案
は
、
い
か
が
な

も
の
か
。
市
民
が
市
長
給
料
30
%
カ
ッ

ト
の
公
約
に
期
待
し
た
こ
と
に
応
え
る

た
め
、
期
末
手
当
お
よ
び
退
職
金
も
減

額
す
る
条
例
案
を
自
ら
提
案
す
る
よ
う

強
く
求
め
、
今
回
は
賛
成
と
し
ま
す
。

答
　
弁

質
　
疑

答
　
弁

質
　
疑

答
　
弁

質
　
疑

質
　
疑

答
　
弁

答
　
弁

答
　
弁

質
　
疑

質
　
疑

答
　
弁

答
　
弁

質
　
疑

質
　
疑

（
議
案
第
75
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
千
塚
西
公
園
他
４
公
園
）

（
議
案
第
61
号
）

幸
手
市
長
の
給
料
の
減
額
に

関
す
る
条
例

（
議
案
第
61
号
）

幸
手
市
長
の
給
料
の
減
額
に

関
す
る
条
例

賛
成
討
論

こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました
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